第４８回日本理学療法士協会全国学術研修大会について（お知らせ）
１．趣旨（日本理学療法士協会提出の立候補の趣旨より）
わが国に理学療法士が誕生して，およそ半世紀の歴史が刻まれようとしています．その間，社会情勢の変化，とりわけ医療・保健・福祉の領域における少子高齢化の影響は非常に大きな変動として捉えることができます．近年では，理学療法士が大量に輩出され，量的な問題は緩和されつつありますが，一方では介護保険や予防医学への対応，EBM・基礎科学の進歩に対する変革が理学療法に求められ，理学療法を取り巻く課題も山積しています．このような混沌とした状況下において，現在の理学療法（士）のスタンダードを問い直し，我々が進むべき道筋を多角的に検証することは極めて重要です．そこで，一般社団法人静岡県理学療法士会では大会のテーマを「理学療法の針路を問う」とし，理学療法のさまざまな領域における課題を共有した上で，それぞれの「針路」について再考する大会を開催したいと考えています．この目標を達成するため，①各専門領域における知識・技術のスタンダードを示しその針路について再考する，②理学療法士教育の現状を検証しその針路（特に生涯学習と若手理学療法士の学習支援）を提示する，③先端的医学・医療の趨勢を示しそれらに対応できる針路を思考する，という3つの大きな柱を機軸に大会の企画を具体化していきます．さらに，一方向的な講演形式から脱却し，双方向性の参加型研修のスタイルを可能な限り多く取り入れ，参加者が思考する研修大会を構築したいと考えています．
２．開催日程

平成25年10月4日（金）～10月5日（土）　（2日間）
３．会場

　　アクトシティー浜松（浜松市）

４．準備委員会
　　１）研修大会長　正　内田　成男（富士リハビリテーション専門学校）

　　　　　　　　　　副　井上　義文（伊豆赤十字病院）

　　　　　　　　　　副　宮崎　哲哉（浜松リハビリテーション病院）

　　　　　　　　　　副　杉山　　基（静岡厚生病院）

　　３）準備委員長　正　和泉　謙二（協立蒲原総合病院）

　　　　　　　　　　副　西田　裕介（聖隷クリストファー大学）

　　４）企画局長　正　大城　昌平（聖隷クリストファー大学）
　　　　　　　　　　副　新屋　順子（県西部浜松医療センター）

　　５）運営局長　正　岡部　敏幸（掛川市立総合病院）

　　　　　　　　　　副　森上亜城洋（公立森町病院）
　　６）事務局長　正　原　　　修（ＪＡリハビリテーション中伊豆温泉病院）

　　　　　　　　　　副　紅野　利幸（農協共済中伊豆リハビリテーションセンター）
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